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盛岡城復元調査推進室の取組の詳細は、市ホームページに
掲載しています。
盛岡城に由来があると伝わる資料や建物等に
関する情報などありましたら、
盛岡城復元調査推進室(019-613-7956)まで、
情報提供をお願いします。

現在の盛岡城跡には、往時を彷彿とさせる建物が
ほとんど残っていません。天守が建っていた場所
はどこだったのか、在りし日の城内はどんな風景
だったのか、その歴史的な部分については、知ら
ない人の方が多いかもしれません。

盛岡城内の数々の建物は、近世から近代への時代
の移り変わりとともに失われることとなりました。
明治維新による幕藩体制の崩壊により、諸大名は
領地と領民を天皇に返還し、盛岡城も新政府の直
轄地となります。戦争に敗れた南部氏は一時白石
藩知事に任命されましたが、献金を条件に盛岡藩
知事に復帰が認められ、盛岡城は再び13万石の居
城となり、その二ノ丸には藩庁が開庁されます。

ところが、多額の献金や減封などにより、藩財政
はすぐに破綻状態となり、当時の藩主であった南
部利恭は藩知事を辞職。全国に先駆けて廃藩置県
を願い出て、政府により盛岡県が設置されます。
当初は二ノ丸に残されていた県庁機能も、政務の
多様化に伴う敷地不足や老朽化を理由に、明治４
(1871)年には現在の岩手県庁の地に移されました。

その後、全国289の城館について廃城が検討され
る中、盛岡城は44の存城の一つに選定されます。
しかし、名実ともに城主を失い荒城と化していた
城の維持は困難であると判断され、明治７(1874)
年に、一般入札により約2,700貫文で払い下げと
なり、城内建物等の大半が撤去されました。

こうして盛岡城のかつての姿は失われ、年月の経
過とともに、盛岡城のある風景は、そこに暮らす
人々の日常から静かに姿を消すこととなりました。
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【会場入口：パネル展の様子】
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岡
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、
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あ
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得
る
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

基
調
講
演
者
の
お
二
人
と(

株)

久
慈
設
計
の

小
川
惇
氏
、
岩
手
大
学
学
生
の
浅
野
奈
美

氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
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岡
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岡
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澤
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岐
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岡
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。
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〇
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。
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岡
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ら
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っ
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幸
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